
 

 

1 節 集合と論証 
 

●練習 1 

⑴ −5 ∈ 𝑍 

⑵ 
1

2
∉ 𝑍 

⑶ √2 ∉ 𝑍 

⑷ 0 ∈ 𝑍 

 

●練習 2 

⑴ {1，2，3，6，9，18} 

⑵ {3，6，9，⋯ ⋯ } 

⑶ {10，15，20，⋯ ⋯，90，95} 

⑷ {1，3，5，⋯ ⋯ } 

 

●練習 3 

⑴ {𝑥 | 𝑥 は素数，2 ≦ 𝑥 ≦ 13} 

⑵ {4𝑛 | 𝑛 = 1，2，3，⋯ ⋯，13} 

 

●練習 4 

𝐴 = 𝐵，𝐶 ⊂ 𝐴，𝐶 ⊂ 𝐵 

 

●練習 5 

∅，{1}，{2}，{3} ， 

 {1，2}，{1，3}，{2，3}，{1，2，3} 

 

●練習 6 

⑴ 𝐴 ∩ 𝐵 = {6，12} 

𝐴 ∪ 𝐵 = {2，3，4，6，8，9，10，12，15} 

⑵ 𝐴 ∩ 𝐵 = {10} 

𝐴 ∪ 𝐵 = {1，2，3，4，6，7，8，9，10} 

 

●練習 7 

𝐴 ∩ 𝐵 ∩ 𝐶 = {6} 

𝐴 ∪ 𝐵 ∪ 𝐶 = {1，2，3，4，6，8，9} 

 

●練習 8 

⑴ 𝐴 = {2，4，6，8} 

⑵ 𝐵 = {1，2，3，4} 

⑶ 𝐴 ∩ 𝐵 = {2，4} 

⑷ 𝐴 ∪ 𝐵 = {1，2，3，4，6，8} 

⑸ 𝐴 ∩ 𝐵 = {1，3} 

⑹ 𝐴 ∪ 𝐵 = {2，4，5，6，7，8} 

⑺ 𝐴 ∩ 𝐵̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ = {1，2，3，4，6，8} 

⑻ 𝐴 ∪ 𝐵̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅ = {2，4} 

 

●問 1 

[図中の 𝐴 と 𝐵  にあたる部分に斜線などをつけて

考える。] 

 

●練習 9 

[ 𝐴，𝐵 それぞれを図で表したものをもとに，その

和集合 𝐴 ∪ 𝐵 を図で表す。これが 𝐴 ∩ 𝐵 の表す部

分と一致することを確かめる。] 

 

●練習 10 

⑴ 偽 

⑵ 偽 

⑶ 真 

 

●練習 11 

① 
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●練習 12 

⑴ 真 

⑵ 偽 反例 𝑥 = −5 

⑶ 偽 反例 𝑛 = 2 

⑷ 偽 反例 𝑛 = 9 

 

●練習 13 

⑴ 十分 

⑵ 必要 

⑶ 必要 

 

●練習 14 

⑴ 十分条件であるが必要条件ではない 

⑵ 必要条件でも十分条件でもない 

⑶ 必要十分条件である 

⑷ 必要条件であるが十分条件ではない 

 

●練習 15 

⑴ 𝑥 < 3 

⑵ 𝑥 + 𝑦 ≧ 0 

⑶ 𝑥 は無理数である 

 

●練習 16 

⑴ 𝑥 = 0 または 𝑥 = 1 

⑵ 𝑥 > 0 かつ 𝑦 > 0 

⑶ 𝑥，𝑦 の少なくとも一方は無理数である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●練習 17 

⑴ 逆 「𝑥2 = 0 ⟹ 𝑥 = 0」 真 

裏 「𝑥 ≠ 0 ⟹ 𝑥2 ≠ 0」 真 

対偶 「𝑥2 ≠ 0 ⟹ 𝑥 ≠ 0」 真 

⑵ 逆  「𝑥 > 1 ⟹ 𝑥 > 2」偽 (反例 𝑥 =
3

2
) 

裏   「𝑥 ≦ 2 ⟹ 𝑥 ≦ 1」偽 (反例 𝑥 =
3

2
) 

対偶 「𝑥 ≦ 1 ⟹ 𝑥 ≦ 2」 真 

⑶ 逆 「𝑛 が 4 の倍数ならば， 𝑛 は偶数であ

る。」  真 

裏 「𝑛 が奇数ならば， 𝑛 は 4 の倍数でな

い。」  真 

対偶 「𝑛 が 4 の倍数でないならば， 𝑛 は奇

数である。」 偽 (反例 𝑛 = 2) 

 

●練習 18 

[対偶「𝑛 が偶数ならば， 𝑛2 は偶数」が真で 

あることを証明する。] 

 

●練習 19 

[対偶が真であることを証明する。] 

 

●練習 20 

[2 − √5 が無理数でないと仮定し，背理法を 

用いる。] 

 

●練習 21 

[√3 が無理数でないと仮定し，背理法を用いる。] 

 

●練習 22 

[まず，𝑞 = 0 であることを証明する。] 

 



 

 

節末問題 (p.66) 

1  

  𝐴 = {2，6，7，8} 

 

2  

⑴ 偽 (反例 𝑥 = 1 かつ 𝑦 = −1) 

⑵ 偽 (反例 𝑥 = 2 かつ 𝑦 = −2) 

⑶ 真 [対偶を利用して証明する。]  

 

3  

⑴ ② 

⑵ ① 

⑶ ⓪ 

⑷ ③ 

 

4  

⑴ 対偶「𝑥 = 𝑦 = 0 ならば 𝑥 + 𝑦 = 0 である。」 

真 

⑵ 対偶「𝑥 + 𝑦 ≠ 0 ならば 𝑥𝑦 ≠ 0 である。」 

偽 

 

Progress 

 [背理法を用いて証明する。] 

 

章末問題 A (p.67) 

1  

⑴ 略 

⑵ 𝑘 = 3，5，11 

 

2  

⑴ 𝐴 ∩ 𝐵 = {7，8} 

⑵ 𝐵 ∪ 𝐶 = {1，2，3，4，5，7，8，10} 

⑶ 𝐴 ∩ 𝐶 = {2，4，8，10} 

⑷ (𝐴 ∪ 𝐵) ∩ 𝐶 = {5，6，7} 

⑸ 𝐴 ∩ 𝐵 ∩ 𝐶 = {3} 

⑹ 𝐴 ∩ 𝐵 ∩ 𝐶 = {1，2，3，4，6，7，8，9，10} 

 

3  

[𝑎𝑏 > 0より，𝑎 と 𝑏 は同符号であることを 

利用する。] 

 

章末問題 B (p.67) 

4  

⑴ 偽 (反例 𝑎 = √2，𝑏 = −√2) 

⑵ 真 [対偶を利用して証明する。]  

⑶ 偽 (反例 𝑎 = √2，𝑏 = −√2) 

 

5  

⑴ [背理法を利用して証明する。] 

⑵ 𝑥 = 4，𝑦 = −1 

 

発展 「すべて」と「ある」の否定 

●演習 1 

⑴ ある実数 𝑥 について 𝑥2 + 2𝑥 + 1 ≦ 0 である。  

 もとの命題は偽，その否定は真 

⑵ すべての自然数 𝑛 について 𝑛2 ≦ 2𝑛 である。

もとの命題は真，その否定は偽 


